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阿智村消防技術大会 
　６月29日（日）、梅雨前線の影響による大雨の
なか、阿智中学校グランドにおいて、村の消防
技術大会が行われ、全12チームがポンプ操法技
術を競い合いました。（関連：フォトリポート） 

小型ポンプ操法の部 

優勝  6分団 ・ 2位 5分団B ・ 3位 1分団Ｂ 
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熊
谷
元
一
写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
で
は
本
村
の
名
誉
村
民
で
あ
る
熊
谷
元
一
さ
ん
の
功
績
を
顕
彰
し
、
現
在
に
生

か
し
て
未
来
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
十
一
回
熊
谷
元

一
写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
熊
谷
元
一
さ
ん
の
「
農
村
記
録
写
真
」
の
精
神
に
ひ
か
れ
た
、
四
十
都

道
府
県
の
三
百
九
十
五
人
の
方
か
ら
約
千
点
の
応
募
が
あ
り
、
七
月
十
二
日
（
土
）、

阿
智
村
観
光
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
元
一
写
真
童
画
館
）
に
お
い
て
、
入
選
作
品
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
智
村
で
は
、平
成
八
年
六
月
、

農
村
記
録
写
真
を
通
じ
て
心
豊
か

な
生
活
文
化
の
創
造
に
役
立
て
る

た
め
、「
農
村
記
録
写
真
の
村
」
宣

言
を
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
作
品
で
は
な
い
民
衆
の
生

活
を
撮
り
記
録
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
十
年
よ
り
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
十
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、

全
国
四
十
都
道
府
県
の
三
百
九
十

五
人
の
方
か
ら
約
千
点
の
力
作
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
元
一
さ
ん
が
見
守
る
な
か

行
わ
れ
た
、伊
東
征
彦
審
査
委
員
長

を
は
じ
め
五
人
の
審
査
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
、栄
え
あ
る「
元
一
写

真
大
賞
」に
は
、兵
庫
県
西
宮
市
の

清
水
清
一
郎
さ
ん
の
作
品「
里
山
の

ひ
な
祭
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

〈
審
査
員
講
評
〉

　

前
回
か
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

作
品
を
受
け
付
け
、
今
回
も
千
点

近
い
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
賞
の
『
里
山
の
ひ
な
祭
』
は
、

ひ
な
壇
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
と

い
う
意
外
性
が
面
白
く
、
緋
毛
せ

ん
を
敷
き
、
ひ
な
人
形
を
飾
り
付

け
た
の
は
写
真
の
二
人
の
女
の
子

で
し
ょ
う
。
姉
妹
で
し
ょ
う
か
、

小
さ
な
子
供
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
で
す
。
飾
り
終
え
た
二

人
が
「
私
た
ち
の
お
ひ
な
さ
ま
を

見
て
」
と
で
も
言
い
た
げ
に
笑
っ

て
い
ま
す
。
特
に
誇
ら
し
げ
に
右

テ
ー
マ「
笑
顔
」

テ
ー
マ「
笑
顔
」

元一写真大賞　『里山のひな祭』
清 水 清 一 郎　（撮影地：徳島県阿南市）

信毎賞　『ワア…ワア…逆さまダ…』
大 勢 登 雅 史（撮影地：神奈川県横浜市）

阿智村賞　『しあわせの時』
富 井 保 光（撮影地：長野県飯山市）
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テ ー マ 部 門
住　　　所お 名 前作　品　名

☆一般の部
○元一写真大賞

（兵庫県　西宮市）清水清一郎「里山のひな祭」
○阿智村賞

（長野県　野沢温泉村）富井　保光「しあわせの時」
○信毎賞

（神奈川県　横浜市）大勢登雅史「ワア…ワア…逆さまダ…」
○ＪＡみなみ信州賞

（東京都　八王子市）真次　　弘「僕はドロンコ」
○優良賞（２点）

（愛知県　豊橋市）大原　玉市「微笑む麗人」
（長野県　松川町）佐藤　信一「おかめ」

○佳作（20点）
（長野県　御代田町）中西　敦子「あこがれ」
（沖縄県　宮古島市）立津　元勇「会心の踊り」
（長野県　長野市）小林　俊昭「水のなか」
（山梨県　上野原市）高橋　正仁「元気なおばあちゃん」
（秋田県　横手市）寺田　芳雄「ローマの公園」
（長野県　茅野市）永田　龍也「今日からピカピカの一年生」
（静岡県　焼津市）直井　真美「仲間」
（神奈川県　横浜市）平野　昌子「遊びの天才」
（長野県　下條村）串原　幸延「すてきな笑顔」
（長野県　飯田市）矢花　久慶「収穫の日」
（埼玉県　久喜市）山中　三郎「抱っこ」
（千葉県　野田市）小林　秀子「シャボン玉いっぱい」
（長野県　飯田市）島岡　章一「和みのとき」
（長野県　飯田市）中島　辰男「きょうだい」
（長野県　上田市）清水　文彦「早くあいたいな！！」
（長野県　茅野市）鈴木有芙子「はい、チーズ！」
（長野県　松本市）春日　和夫「アナタのおしり、まっくろよ」
（兵庫県　明石市）高田　　弘「出番前のひととき」
（静岡県　静岡市）滝井千恵子「初体験」
（長野県　松川町）金田　安市「飛べ飛べもっと」

☆高校生以下の部
○飯田信用金庫賞（3点）

（静岡県　御殿場市）三富香織里「小さなシャボン玉」
（長野県　茅野市）箱田　　梓「オットセイだよ！アウッ！アウッ！」
（兵庫県　市川町）山下　祐司「放課後の部活

村内撮影部門（テーマ自由）
○阿智村内撮影賞（5点）

（阿智村）木下　清勝「お母さんガンバッテ」
（阿智村）木下　正則「ザ・山師」
（阿智村）松井　範久「運動会」
（阿智村）熊谷　恒彦「収穫の喜び」
（阿智村）木下　公子「卯月の朝」

手
を
挙
げ
て
い
る
子
の
仕
草
が
自

然
で
愛
ら
し
く
、
思
わ
ず
ほ
ほ
笑

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
背
景
の
黒

い
屋
内
と
白
い
壁
が
毛
せ
ん
の
赤

や
女
児
を
引
き
立
て
、
壁
に
描
か

れ
た
看
板
の
男
性
の
笑
顔
も
効
果

的
で
し
た
。

　

写
真
で
大
切
な
の
は
表
現
力
だ

と
思
い
ま
す
。
見
る
人
に
「
こ
れ

は
面
白
い
。
楽
し
い
写
真
だ
」
と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大
切
で
、

被
写
体
と
同
化
す
る
こ
と
が
表
現

力
の
強
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次

回
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

【
次
回
テ
ー
マ　

再
び
「
笑
顔
」】

　

第
十
回
に
続
き
、
第
十
一
回
の

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
笑
顔
の
作
品

が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
審
査
員
一

同
楽
し
い
気
持
ち
で
、
シ
ビ
ア
な

審
査
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
世
相
の
中
、
笑
顔
が
生

活
に
潤
い
や
希
望
を
持
た
せ
る
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
第

十
二
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
写
真
で
飾
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
見
る
人
が
思
わ
す
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
写
真

も
期
待
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
さ

ん
・
お
ば
あ
さ
ん
・
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
、
そ
し
て
小
中
学
生
・

高
校
生
の
皆
さ
ん
も
気
楽
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

（
審
査
委
員
長　

伊
東
征
彦
）

優良賞　『おかめ』
佐 藤 信 一（撮影地：長野県松川町）

優
良
賞　

『
微
笑
む
麗
人
』

大

原

玉

市
（
撮
影
地：

愛
知
県
豊
川
市
）

JAみなみ信州賞　『僕はドロンコ』
真 次　 弘（撮影地：東京都八王子市）
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国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て 
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て 
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て 
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て 

　

六
十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
年
金

受
給
者
の
方
で
、
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
さ
れ
る
方
は
、
介
護
保
険
と
同
様
に
、

年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制

度
）
の
開
始
に
伴
い
、
今
ま
で
の
算
定
方

法
の
「
医
療
分
」「
介
護
分
」
に
加
え
、

表
の
と
お
り
新
た
に
「
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
」
が
加
わ
り
ま
す

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者

②
世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
が
全
員

六
十
五
歳
以
上

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
額
が

十
八
万
円
以
上
あ
り
、
介
護
保
険
料

と
国
保
税
を
あ
わ
せ
た
金
額
が
、
年

金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
方

　

七
十
五
歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
、
七
十
五
歳
未
満
の
方
が
国
保
に

加
入
の
場
合

・
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
世
帯
構

成
・
収
入
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
五
年
間

今
ま
で
と
同
じ
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
世
帯
の
被
保
険
者
が
一
人
と
な
る
場
合

に
は
、
五
年
間
世
帯
別
平
等
割
が
半
額

に
な
り
ま
す
。（
特
定
世
帯
）

今までの 
算定方法 

平成20年度 
からの算定方法 

（賦課限度額65万円） （賦課限度額68万円） 

【医　療　分】 

加入者全員 

（賦課限度額56万円） 

【介　護　分】 

40～64歳 
加入者 

（賦課限度額9万円） 

【医　療　分】 

加入者全員 

（賦課限度額47万円） 

【後期高齢者支援分】 

加入者全員 

（賦課限度額12万円） 

【介　護　分】 

40～64歳 
加入者 

（賦課限度額9万円） 

　

六
月
二
日
に
阿
智
村
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
年
度
の

◆
算
定
方
法
の
変
更

◆
国
保
税
の
年
金
か
ら
の

　

特
別
徴
収
（
天
引
き
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創

設
に
伴
う
国
保
税
軽
減
措
置

国
民
健
康
保
険
税
が 

決
ま
り
ま
し
た 
国
民
健
康
保
険
税
が 

決
ま
り
ま
し
た 

阿
智
村
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
法
に

つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、
村
議
会
六
月
定

例
会
で
協
議
の
結
果
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
二
千

五
百
四
十
一
人
（
平
成
二
十
年
三
月
末
）

の
加
入
者
の
う
ち
七
十
五
歳
以
上
の
加
入

者
（
八
百
三
十
二
人
）
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
し
、
加
入
者
が
大
き
く
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
保
険
税
の
賦
課
基

準
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
新
た
に
設

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

三
億
三
百
三
十
三
万
円
、
平
成
十
八
年
度

に
比
べ
約
八
・
八
％
伸
び
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
で
す
が
、
医
療
保
険

制
度
が
大
き
く
変
更
と
な
る
平
成
二
十
年

度
に
お
い
て
は
、
制
度
が
定
着
し
た
中
で

財
政
状
況
を
見
極
め
、
保
険
税
率
に
つ
い

て
今
後
検
討
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
年

度
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
医
療
分
の
税
率

を
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
分

割
し
、
必
要
額
を
八
千
三
百
二
十
九
万
円

（
医
療
分
五
千
九
万
円
支
援
金
分
三
千
三

百
二
十
万
円
）
と
見
込
み
、
不
足
分
は
基

金
等
を
充
て
る
こ
と
に
よ
り
全
体
と
し
て

は
引
き
上
げ
を
行
わ
ず
、
医
療
分
と
支
援

分
の
総
額
を
前
年
税
率
計
算
額
と
同
額
と
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し
ま
し
た
。
ま
た
介
護
分
に
つ
い
て
も
現

行
ど
お
り
の
税
率
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。（
表
１
）

　

一
人
当
た
り
の
平
均
国
保
税
額
は
、
五

万
三
千
五
百
六
十
五
円
と
な
り
、
前
年
と

同
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
分
は
介
護
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方

が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
給

付
額
も
伸
び
て
い
ま
す
。

（
介
護
納
付
金
の
必
要
額　

千
四
百
十
四

万
円
）

◯
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は

世
帯
主
で
す

　

世
帯
主
が
他
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
）等
で
あ
っ
て
も
、世
帯
内
に

国
保
の
被
保
険
者
が
い
る
場
合
、納
税
通

知
書
は
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
国
保
脱
退
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

　

職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
さ
れ
た

方
は
、
忘
れ
ず
に
役
場
窓
口
で
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を
受
け

て
い
る
方
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
し
、
す
で
に
入
院
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
は
今
後
入
院
さ
れ
る
予
定
の
あ
る

方
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
入
院
し
た
と
き
に
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
、
入
院
時
の
食
費
や

居
住
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
交

付
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
で
も
申
請
に

よ
り
認
め
ら
れ
れ
ば
限
度
額
を
超
え
た

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
す
で
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

更
新
手
続
き
の
書
類
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
早
め
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
有
効
期
限
は
、
毎
年
八
月
一
日

〜
翌
年
七
月
三
十
一
日
で
す
。

※
申
請
に
必
要
な
も
の

①
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
申
請
書
（
役
場
に
あ
り
ま
す
）

②
保
険
証

③
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
有
効
期

限
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」

④
印
鑑

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
申
請
が
で
き
ま
す

阿智村国民健康保険税率

平成20年度平成19年度

平等割

（円）

均等割

（円）

資産割

（％）

所得割

（％）
区分

平等割

（円）

均等割

（円）

資産割

（％）

所得割

（％）
区分

15,10010,20012.283.35医療分

21,00017,00025.805.50医療分
6,4008,2009.722.10支援分

21,500
（500）

18,400
（1,400）

22.00
（▲3.80）

5.45
（▲0.05）

計

（前年比）

6,0007,7009.951.64介護分6,0007,7009.951.64介護分

※保険料の軽減措置を適用できる範囲内で負担調整をしています。

平成19年度納税率

95.46％
現
年
度
分

34.31％
過
年
度
分

88.91％計

表1
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平
成
二
十
年
度
の
保
育
料
が
決
ま
り
ま
し
た

（阿智地区）

徴収金基準額（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

3歳以上児
の場合（円）

3歳未満児
の場合（円）

定　　　義階層区分

00生活保護法による非保護世帯（単給世帯を含む）第1階層

阿　

智　

地　

区

6,300
9,400

（7,000）
市町村民税
非課税世帯

第1階層及び第4階層～
第7階層を除き、前年度分
の市町村民税額の区分が
次の区分に該当する世帯

第2階層

11,100
15,800

（12,000）
村民税課税世帯第3階層

15,300
22,500

（18,500）

20,000円未満

第1階層を除き、前年度
分の所得税課税世帯で
あって、その所得税の額
の区分が次の区分に該当
する世帯

第4階層－1

17,900
20,000円以上
40,000円未満

第4階層－2

20,000
32,300

（24,500）
40,000円以上
103,000円未満

第5階層

21,200
39,100

（29,500）
103,000円以上
413,000円未満

第6階層

22,000
42,500

（32,000）
413,000円以上第7階層

（　）…3歳到達児の保育料

＊同一世帯で同時に2人以上の児童が入所している場合、保育料が軽減されます。
　・同時入所児童のうち1人目は全額徴収。
　・同時入所児童のうち2人目は1/2徴収。
＊3子目以降の3歳以上児は全額免除、3歳未満児は1/2徴収。
＊第2・3階層の母子・父子世帯、障害者のいる世帯は減免があります。
　・第2階層は免除・第3階層は1,000円減額。
＊阿智村に住所を有する広域入所児童1人あたり、徴収基準額に5,000円を加算します。

　

平
成
二
十
年
度
の
保
育
料
の
徴
収
基
準

額
が
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
税
の
減
額
と
定

率
減
税
の
廃
止
を
受
け
、
四
階
層
以
上
の

階
層
区
分
の
所
得
税
額
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
阿
智
地
区
に
住
所
が
あ
る

三
歳
児
以
上
の
第
三
子
以
降
の
児
童
に
か

か
る
保
育
料
は
全
額
免
除
と
な
り
、ま
た
、

三
歳
未
満
の
児
童
に
か
か
る
保
育
料
は
半

額
に
な
り
ま
す
。

＊同一世帯で同時に2人以上の児童が入所する場合、保育料が軽減されます。
　・同一入所児童のうち1人目は全額徴収。
　・同一入所児童のうち2人目は1/2徴収。
　・同一入所児童のうち3人目は1/10徴収。
＊第2・3階層の母子・父子世帯、障害者のいる世帯は減免があります。
　・第2階層は免除・第3階層は1,000円減額。

（浪合地区）

徴収金基準額（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

3歳以上児
の場合（円）

3歳未満児
の場合（円）

定　　　義階層区分

00生活保護法による非保護世帯（単給世帯を含む）第1階層

浪　

合　

地　

区

6,0009,000
市町村民税
非課税世帯

第1階層及び第4階層～
第7階層を除き、前年度分
の市町村民税額の区分が
次の区分に該当する世帯

第2階層

8,00012,000村民税課税世帯第3階層

10,00015,00040,000円未満

第1階層を除き、前年度
分の所得税課税世帯で
あって、その所得税の額
の区分が次の区分に該当
する世帯

第4階層

12,00018,000
40,000円以上
103,000円未満

第5階層

14,00021,000
103,000円以上
413,000円未満

第6階層

16,00024,000413,000円以上第7階層
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〈
第
一
回
〉
〜
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
ま
で
の
手
続
き
〜

ご
存
知
で
す
か
？
介
護
保
険
制
度
 

 ご
存
知
で
す
か
？
介
護
保
険
制
度
 

 ご
存
知
で
す
か
？
介
護
保
険
制
度
 

 
　

介
護
保
険
制
度
は
、介
護
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

今
回
か
ら
数
回
に
渡
っ
て
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
今
回
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
ま
で
の
手
続
き
」
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

下
図
の
と
お
り
、
役
場
に
申
請
し
て
「
介

護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
」
と
認
定
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
生
課
介
護
保

険
担
当
ま
た
は
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
の
種
類
や

内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

民
生
課　
　

電
話　

四
三－

二
二
二
〇

　

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話　

四
五－

一
一
四
〇

①
申
請
を
し
ま
す

　

印
鑑
を
持
っ
て
役
場
民
生
課
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

②
要
介
護
認
定
が
行
わ
れ
ま
す

　

役
場
の
職
員
が
自
宅
な
ど
に
訪
問
し
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
（
主
治
医
）
か
ら
、「
意
見
書
」
を
作
成

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
役
場
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

③
審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す

　

調
査
し
た
内
容
と
主
治
医
の
「
意
見
書
」
を
も
と
に
、
専
門
家
に
よ

る
「
介
護
認
定
審
査
会
」
で
審
査
し
ま
す
。

④
認
定
結
果
を
通
知
し
ま
す

　

審
査
会
で
認
定
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、
認
定
結
果
通
知
書
と
介
護

保
険
証
を
作
成
し
、
自
宅
な
ど
に
郵
送
し
ま
す
。

申請をしてから認定結果が出るまでには、約1ヶ月程度かかります。
��������������������������

���

●
申
請
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ

　

五
月
に
実
施
し
ま
し
た
住
民
意
向
調
査

に
、
対
象
者
の
約
九
割
に
達
す
る
大
勢
の

皆
さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、「
館
報
あ
ち

む
ら
」（
平
成
二
十
年
六
月
二
十
日　

第
百

二
十
五
号
）
に
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
結
果
に
よ
り
、
村
議
会
六

月
定
例
会
に
お
い
て
、
法
定
合
併
協
議
会

の
設
置
を
議
決
い
た
だ
き
、
六
月
十
六
日

に
「
阿
智
村
・
清
内
路
村
合
併
協
議
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
来
年
三
月
末
日
の
新
阿
智
村
誕

生
に
向
け
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
協

議
の
内
容
は
、「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
智
村
・
清
内
路
村
合
併
協
議
会　

事

務
局

　

�
四
三－

二
二
二
〇

「
清
内
路
村
と
の
合
併
に
関

す
る
住
民
意
向
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
村
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
簡
素
で
効
率
的
な
村
政
実
現
の

た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
村
の
事
業
を

評
価
し
て
頂
く
、「
行
政
評
価
検
討
委

員
会
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
十
九

年
度
は
、
立
命
館
大
学
の
地
方
行
財
政

専
門
の
二
人
の
教
授
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
今

後
の
村
政
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
評
価
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役

場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

立
命
館
大
学　

政
策
科
学
部

平
岡  
和
久 
教
授  

立
命
館
大
学　

政
策
科
学
部

森　
　

裕
之 
准
教
授  

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

電
話　

四
三－

二
二
二
〇

評　　　　　　　価事　業　名

運営費補助から事業費補助へ整理しなおすべきである。
自治会の役割との補完的分担を追求するべきである。

社会福祉協議会補助金

中国語講座は本来は公民館活動として位置づけられるべきである。
相談員は中国人居住地区に積極的に出向く活動が求められる。

外国人広報・相談員設置事業

所得保障としては不十分であり、出産祝いとしては別のあり方を検討する余地があ
る。

出産祝金支給事業

制度が立ち上がったばかりとはいえ、会員の拡大をいっそう推し進めていく必要が
ある。
ハローワークの元職員の配置によって、さらなる事業拡大が期待される。

シルバー人材センター運営
費補助金

各地区での開催という形態は、自治会活動の活性化にもつながっており、有効性が
高い。
補助金と自治会負担のバランスを考慮しながら、過大な補助にならないように努め
るべきである。

敬老大会参加該当者補助金

すべてのクラブが補助を上回る活動を行っており、有効性が認められる。
約３割の未加入者に対する会員拡大の余地がある。

高齢者クラブ活動事業補助金

入浴・マッサージ・鍼灸サービスのニーズが不明瞭である。
ショートステイや代替介護サービスが必要であれば、介護保険外の上乗せサービス
として位置づけるべきである。
村が行うべきサービスかどうかが明確ではない。
利用率が低く、有効性に疑問がある。

介護者休養支援事業

地域経済の振興というのは副次的目的に過ぎず、主目的をおろそかにすべきではない。
商品券という形態は、１割未使用という点からみて、現金よりも有効性がおとる。

敬老祝支給金事業

公共交通と地域の相互扶助による交通確保の補完としてきめ細かい制度設計を行っ
ているものとして、有効性は認められる。
自治会の自主的取り組みなどをさらに検討すべきである。

老人等交通サービス事業

低所得者としての利用負担軽減措置が、利用率の向上につながったかどうかについ
て検証が必要である。

自立支援扶助金及び介護扶
助金事業

障害者自立支援法への移行にともなって、小規模作業所の運営は厳しいものがある
中で、定員拡大へ向けた努力が求められる。

障害者等共同作業訓練事
業補助事業

自立生活支援センターの業務そのものの整理を行うべきであり、たとえば生きがい
講座は公民館との役割分担を検討すべきである。また介護予防については効果を検
証すべきである。
自治会との連携を強化し、参加者の拡大策などは思い切って自治会の力を活かすべ
きである。

地域支援事業
（自立生活支援センター）

村単事業の対象となる乳幼児をもつ家計にとっては、実際の医療費軽減や安心感を
与える効果があったと思われるが、適切な受診が行われているかどうかの検証が課
題である。
本事業と同時に、健康・医療に関する知識を住民が高めることによる健康増進活動
と合わせることで、より効率性が高まると思われる。

福祉医療費支援事業

ひよっこ教室やめばえ事業の利用者に対するアンケートなどによって、事業の効果
を検証する必要がある。

母子保健
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利用者が限られており、かつ固定的である。しかも、赤字補填額も大きいため、公平性からも問題
がある。

水中運動教室

事業量と定員の確保を一層すすめる必要がある。授産事業

水洗化家庭との料金格差がある。し尿処理事業

不燃ゴミを減らすために、分別を徹底させ、それにより一般財源の負担を軽減させる必要がある。
西部衛生施設組合負担金が非常に重く、もともとの施設整備のあり方に問題があったといえる。施
設の更新期を見据えて、整備のあり方を検討すべきである。

ごみ収集処理事業

普及率の向上をはかるべきであり、そのための方策を検討すべきである。
合併処理浄化槽の更新について国県補助が行われないことは制度上の欠陥であり、村としても制度
改革を強く訴えていく必要がある。

合併浄化槽設置事業

品質向上と認証農産物の増加を図る必要があり、そのために雨よけハウスなどの普及を重視すべき
である。
多品種少量生産に対応する販路拡大策を検討すべきである。

有機の里づくり

新規就農支援としてはきわめて不十分であり、どういった層を新規就農の対象とするか、またどう
いった農業形態が相応しいかなど、抜本的に新しいモデルづくりを検討すべきである。

新規就農者・新規栽培者等支
援対策事業

事業が生産者任せになっており、受動的で計画性に欠けている。大豆・そば振興事業

有効性が非常に限られており、また独自のHPや楽天等を活用する農家もあり、事業が農家のニーズ
とミスマッチを起こしている。

産直市場ホームページ運営事業

本事業によってどの程度の被害が防がれたのかについて検証すべきである。鳥獣対策事業

直売所等の販路の拡大や有機活用農産物の付加価値の向上が課題である。営農支援センター事業

分譲は順調に進んでいる。
今後は他地域の動向も勘案しながら、一層慎重に事業を進めていく必要がある。

分譲住宅用地購入事業

地元の居住者が７割を占めるため、本事業の政策的効果の検証を行う必要がある。子育て支援若者定住対策事業

10年以内には施設の耐用年数が到来するため、維持管理および改修にかかる計画と経費の見通しを
早急に策定する必要がある。その際には、水道料金の水準も同時に検討する必要がある。

水道維持管理事業

各戸の下水道への接続率が70％台であり、施設の有効活用に問題があるため、各戸の状況を見定め
つつ、対策を講じる必要がある。

下水道施設維持管理事業

事業が小規模で単発的であり、新規参入事業者の支援としてはあまりにも不十分である。チャレンジ起業支援補助事業

交流人口の拡大という目的からみれば、有効性は非常に少ない。
事業の目的と内容が一致していないため、事業の位置づけを再考する必要がある。

交流推進事業補助

観光地としてのアピールのために、住民による自主的な取り組みを支える意味では一定の有効性が
期待される。

東山道ウォーキング事業

すでに管理費の滞納事例も出てきており、今後別荘所有者の世代交代に対応した別荘地としての継
続戦略のための対策が早急に策定される必要がある。

治部坂高原別荘管理事業

園原や浪合地区などの地域の観光地づくりについては、その有効性について評価する必要がある。阿智村観光協会事業

保育士の勤務体系上の理由から、延長保育や早出保育への対応ができていない可能性がある。
中堅的な専任保育士の不足から、専門性の継承という点で課題がある。とくに保育所の６園体制を
維持するのであれば、この点の対策を早急に講じる必要がある。

未満児・延長・障害児保育

参加者が減少しているため、地域住民への浸透の面で疑問がある。有効性を発揮させるためには、
企画力などの力量が求められる。
有効性を発揮するためには、地区公民館主事の力量を実質的に向上させる施策を検討する必要がある。

公民館活動

村内からの応募が非常に少なく、村の単独事業としては問題がある。
抜本的な対策を講じる以外に本事業の効率性を高めることは不可能である。

熊谷元一写真賞コンクール

アンケートが実施される予定であるが、有効性の検証は不可欠である。
一部の子どもにのみ及ぶサービスであり、公平性には欠ける。

海外研修事業

潜在的ニーズの把握も含めて、効果を検証する必要がある。
人数に比べて、一般財源の持ち出しは多い。

放課後子ども対策

継続的・体系的な取り組みになっているのかどうかについては疑問がある。
報酬が高すぎる。

子育て講座
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おしらせ 

村
職
員
の
異
動
等

【
協
働
活
動
推
進
課
】

▽
課
長
兼
広
報
係
長　

林　

茂
伸
（
教
育

次
長
）

▽
課
長
補
佐
協
働
活
動
係
長　

美
濃
部
利

昭（
総
務
課
長
補
佐
協
働
活
動
推
進
室
）

▽
川
上　

悟（
総
務
課
協
働
活
動
推
進
室
）

▽
塩
澤　

寛（
総
務
課
協
働
活
動
推
進
室
）

▽
大
石
真
紀
子（
総
務
課
協
働
活
動
推
進
室
）

▽
中
里
信
之（
総
務
課
協
働
活
動
推
進
室
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
教
育
次
長　

佐
々
木
正
義（
総
務
課
協

働
活
動
推
進
室
長
）

▽
兼
社
会
教
育
担
当　

林　

茂
伸

【
�
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
派
遣
】

▽
水
上
宗
光
（
企
画
参
事
）

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

機機機機機機機機機機機機機機機機
構構構構構構構構構構構構構構構構
改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革
とととととととととととととととと
人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

機
構
改
革
と
人
事
異
動

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈
平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十
年年年年年年年年年年年年年年年年
七七七七七七七七七七七七七七七七
月月月月月月月月月月月月月月月月
一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日
〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

〈
平
成
二
十
年
七
月
一
日
〉

　

こ
れ
ま
で
総
務
課
内
に
あ
っ
た
、
自
治

会
活
動
を
は
じ
め
住
民
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
取
組
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
し
た

「
協
働
活
動
推
進
室
」
を
「
協
働
活
動
推

進
課
」
と
し
ま
し
た
。
事
務
室
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
一
階
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
等
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

（　

）
内
は
旧
任

阿
智
村
浪
合
診
療
所
に

阿
藤
医
師
が
着
任

　

長
野
県
衛
生
部
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

阿
智
村
浪
合
診
療
所
の
医
師
が
五
月
一
日

よ
り
「 
阿  
藤  
一  
志 
医
師
」
に
変
わ
り
ま
し

あ 
と
う 
か
ず 
し

た
。
飯
田
市
立
病
院
か
ら
週
に
三
日
（
月
・

水
・
金
）
午
前
中
半
日
派
遣
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

山
ノ
内
町
出
身
で
平
成
十
三
年
自
治
医

科
大
学
卒
業
後
、
外
科
医
と
し
て
県
内
各

病
院
に
勤
務
、平
成
二
十
年
四
月
ま
で
は
、

県
立
阿
南
病
院
に
勤
務
さ
れ
、
五
月
一
日

よ
り
飯
田
市
立
病
院
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

専
門
は
外
科
全
般
で
す
。

阿藤一志医師

阿
智
村
消
防
団
協
力

事
業
所
制
度
の
第
一
号

を
認
定
し
ま
し
た

　

こ
の
制
度
は
、
消
防
団
活
動
に
積
極
的

に
協
力
す
る
事
業
所
を
村
が
「
消
防
団
協

力
事
業
」と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表示証の交付（阿智村役場にて）

事
業
所
と
消
防
団
の
連
携
を
一
層
強
化
す

る
と
共
に
、
事
業
所
の
地
域
防
災
へ
の
社

会
的
貢
献
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

阿
智
村
で
第
一
号
を
認
定
し
、
表
示
証

を
交
付
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認
定
事
業
所

　

阿
智
工
務
店
�

　
　
　

阿
智
村
駒
場
四
二
八－

一

村が交付する表示証

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

金
の
創
設
に
つ
い
て

　

六
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
阿
智

村
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
条
例
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

の
創
設
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
郷
里
な
ど
に
寄

附
し
た
場
合
、
居
住
地
の
住
民
税
額
が
控

除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
村
で
は
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
運
用
に
つ
い

て
基
金
を
設
置
し
、
次
の
事
業
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
税
額
控
除
は
平
成
二
十
年

一
月
か
ら
の
寄
附
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
平

成
二
十
一
年
度
の
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。
寄
附
金
制
度
の
内
容
、
受
付
に
つ

い
て
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

主
な
活
用
方
法

１　

農
村
記
録
写
真
に
関
す
る
事
業

２　

山
本
慈
昭
平
和
記
念
館
に
関
す
る

事
業

３　

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
に
関
す
る

事
業

４　

歴
史
・
文
化
、
景
観
保
全
に
関
す

る
事
業

５　

福
祉
、
子
育
て
支
援
・
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業
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農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

平
成
二
十
年
度
の
阿
智
村
農
作
業
労
賃
等
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　平成20年度阿智村農作業標準労賃、機械作業料金
１．食事は、労務者持ちとします。
２．１日の労働時間は、実働8時間とします。
３．消費税5％は、内税とします。（機械作業のみ）

４．男女雇用機会均等法により、農作業標準労賃を同額
にしてあります。

５．作業別労賃、機械作業料金は以下のとおりとします。
（単位：円）

摘 要平成19年標準（男女同額）単 位作業別種類

6,4001日当り一 般 作 業
稲
作 6,500〃田 植 作 業

◎散布機持ち込み1,6001時間当り防 除 作 業

6,4001日当り畑 作 一 般 作 業

1,6001時間当りせ ん 定 作 業
果
樹 8501時間当り花 付 け 作 業

6,4001日当り一 般 作 業

◎労務受託のみ1,6001時間当り機械オペレーター

機
械
作
業
特
殊
田
は
別
途
考
慮

◎但し、15cm耕起を標準とする。
　なお、面積3アール以下のほ場については、20%増とする。
　あげ代を条件とする。

8,500１０アール当り耕 起 の み

12,500〃代 か き の み

◎2条歩行(機械借料のみ5,000円)10,000〃田 植 作 業

◎結束ひも付
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。(機械借料のみ5,000円)10,000〃刈 取 作 業

(バインダー )

◎面積3アール以下のほ場は、20%増しとする。
(機械借料のみ5,000円)10,500〃ハーベスター

◎技術者付き1俵当り
◎20俵以下は20%増しとする。8001俵当りも み す り

◎補助者は委託者が手配する。
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。22,000１０アール当り自 脱 型

コ ン バ イ ン

◎農薬は委託者持ち3,500〃Ｓ.Ｓ防除作業

阿智村標準小作料
平成20年4月1日～平成23年3月31日　 阿智村農業委員会（10アール当り）

備　考ナシ・リンゴ（円）畑（円）田（円）

等級基準区分表による26,0009,00014,0001

〃23,0008,000120002

〃20,5007,00010,0003

〃18,0006,0008,0004

〃15,5005,0006,5005

〃13,4004,0005,0006

注）ただし、リンゴ・ナシの小作料については、成園の状態をいう。

等級

区分

※
小
作
料
の
額
が
右
記
小
作
料
に
比
較

し
て
三
十
％
を
越
え
る
場
合
は
、
農

業
委
員
会
は
当
事
者
に
対
し
、
小
作

料
の
減
額
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

※
契
約
期
間
中
の
標
準
小
作
料
の
改
定

に
よ
る
減
額
に
つ
い
て
は
、
両
者
協

議
の
上
、
小
作
料
を
変
更
で
き
る
も

の
と
す
る
。

◎
な
お
、等
級
基
準
区
分
表
は
変
更
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

６　

昼
神
・
治
部
坂
ほ
か
産
業
振
興
に

関
す
る
事
業

　

又
、
横
浜
市
在
住
の
「
阿
智
村
名
誉
村

民
」
後
藤
正
さ
ん
が
七
月
一
日
に
来
村
さ

れ
、
そ
の
際
、
子
ど
も
た
ち
の
図
書
購
入

の
た
め
に
と
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

の
第
一
号
と
な
る
六
十
万
円
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

寄附の申込みをする後藤正さん

電気の電気のご相談相談は 電気のご相談は 
（財）中部電気保安協会飯田事業所 

TEL.0265－23－3452

ご家庭でも電気の安全点検を！ ご家庭でも電気の安全点検を！ 

タコ足配線は 
　　火事のもと 

8月は 
「電気使用安全月間」 
　　　　　　　です 
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申請方法など助成の単価
(見込)助成の種類

各農家から提出された水稲生
産実施計画書に基づき対象
水田の現地確認を行います。

１０a当り
10,000円

水田を利用した振興品目に対する助成
（産地づくり交付金の対象振興品目）
大豆、そば、きゅうり、スイートコーン、
アスパラガス、姫ひまわり、ヒペリカム、
飼料用作物など
　※果樹については新植または4年以内の
交付対象期間に限る。

JAまたは役場ふるさと整備
課にある申請書に必要事項を
記入し、堆肥購入の領収書
を添付して１０月３１日（金）
までに提出して下さい。

堆肥１トン当り
2,000円

振興品目作付に対して堆肥を購入した場合
の助成
平成20年度に収穫又は植え付けに用いる
堆肥とし、平成19年10月から平成20年9
月までに購入した堆肥。

JAまたは役場ふるさと整備
課にある申請書に必要事項を
記入して、１１月28日（金）
までに提出して下さい。

１０a当り
20,000円

水田を新たに借りて（利用集積して）、水
稲または振興品目を作付けした場合の助成
作付面積が合計500�（5a）以上で農業
委員会に申請を終えた新規貸借田。

JAまたは役場ふるさと整備
課にある申請書に必要事項を
記入して、申込書を１1月28
日（金）までに提出して下
さい。

１０a当り
耕起・整地

4,500円
田植え 4,850円
収穫　 7,200円

水田の作業受託（１ｈa以上）に対する助成
耕起・整地、田植え、収穫（コンバイン作
業等）の3作業のうち同一圃場で2作業以
上を受託した場合、または保全管理を目的
として耕起・整地作業と、その他に草刈り
作業など2作業を受託した場合

◎詳しくはJAみなみ信州農協阿智支所生産課(電話43-2225)、役場ふるさと整備課農林係(電話43-
2220)までお問い合わせ下さい。

　

阿
智
村
水
田
農
業
推
進
対
策
協
議
会
で

は
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
を
図
る
と
と

も
に
、
水
田
農
業
の
構
造
改
革
や
水
田
を

活
用
し
た
作
物
の
産
地
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

〔
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
助
成
制
度
〕

　

安
心
・
安
全
な
米
づ
く
り
や
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
園
芸
品
目
の
生
産
振
興
を

推
進
す
る
た
め
に
産
地
づ
く
り
の
交
付
金

に
よ
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

地
域
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

特
性
を
生
か
し
た 

産
地
産
地
づ
く
り
く
り
を
目
指
し
て

を
目
指
し
て 

地
域
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

特
性
を
生
か
し
た 

産
地
産
地
づ
く
り
く
り
を
目
指
し
て

を
目
指
し
て 

地
域
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

特
性
を
生
か
し
た 

産
地
産
地
づ
く
り
く
り
を
目
指
し
て

を
目
指
し
て 

地
域
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

特
性
を
生
か
し
た 

産
地
産
地
づ
く
り
く
り
を
目
指
し
て

を
目
指
し
て 

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た 

産
地
づ
く
り
を
目
指
し
て 

　

産
地
づ
く
り
交
付
金
を
受
け
る
に
は
交
付

要
件
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
集
荷
円
滑
化
事
業
に
加
入
す
る
こ
と
。

☆
交
付
金
対
象
作
物
を
転
作
水
田
に
作
付

け
し
、生
産
調
整
の
実
施
者
で
あ
る
こ
と
。

☆
品
目
ご
と
に
作
付
面
積
合
計
が
二
百
�

（
二
�
）
以
上
、
転
作
水
田
の
七
割
以

上
に
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
七
月
六
日
執
行
の
農

業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、
一
日
に
告
示

さ
れ
、
定
数
と
同
数
の
次
の
十
二
名
が
立

候
補
し
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
三
年
間
の
任
期
で
村
の
農
業
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。
農
地
に
関
す
る

ご
相
談
は
農
業
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。 農

業
委
員
改
選

　

た
だ
し
、
花
き
に
つ
い
て
は
百
�
（
一

�
）
以
上
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
（
初
つ
が
る
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
柿
、

水
田
借
り
手
、
湛
水
直
播
栽
培
は
五
百

�
（
五
�
）
以
上
）

☆ 
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
等
の
提
出
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

阿智村農業委員会委員　一般選挙当選者名簿

電話番号出身地区委員の氏名

43－2465奥　藤原　　紘一

43－2924知久保原　　直助

43－2810中関下内田　浩司

43－3140砂　田山田　芳男

43－3576上　郷高間　昭司

47－2045下半堀後藤　　等

44－2028戸　沢熊谷　忠介

43－3317寺　尾石原　朝男

43－3483丸　山橋本　誠久

43－2714曽　山下原　広人

43－2581下　平石原　勝夫

43－2181西栗矢園原　一典

※4月以降、単価の変更がありましたのでお知らせします。
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平
成
十
九
年
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
A
c
h
i

決
算
報
告
書

　
「
だ
れ
で
も
」「
い
つ
で
も
」「
い
つ
ま
で

も
」
会
員
と
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
の
活
動
も
五

年
目
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
会
員
と
広
く
地
域
の
皆
様
方

に
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
御
理
解
し
て
頂
け
ま

す
よ
う
に
、
財
務
状
況
の
報
告
を
い
た
し

ま
す
。
平
成
十
九
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

助
成
金
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
補
助
金　

六
十
八
万

三
千
円
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
平
成

二
十
年
度
は
百
万
円
の
助
成
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
村
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
と
皆
様
方

の
会
費
、
受
講
料
等
を
有
効
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
、
多
く
の
皆
様
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
で
健
康
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
、

競
技
力
向
上
等
に
楽
し
い
み
ん
な
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
と
し
て
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

『
2
0
0
8
県
民
ス
ポ 
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
を
広
く
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、相
互
交
流
を
深
め
、健
康
で

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
十
月
十
二
日

（
日
）
松
本
平
広
域
公
園
を
中
心
に
２
０

０
８
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
の
で
下
記
の
と
お
り
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日　

時　

平
成
二
十
年
十
月
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　

八
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

場　

所　

松
本
平
広
域
公
園

　
　
　
　
（
信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
）
他

内　

容

○
競
技
の
部（
十
二
種
目
）﹇
申
込
必
要
﹈

陸
上
競
技
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト

サ
ル
、
小
学
生
相
撲
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

○
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
部
（
六
種
目
）

当
日
参
加
可
能

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、ペ
タ
ン

ク
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

○
イ
ベ
ン
ト
広
場　

当
日
参
加
可
能

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
、
皿
ま
わ

し
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
、デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、パ
ラ
バ
ル
ー

ン
、
３
Ｂ
体
操

募
集
期
日

申
込
締
切　

九
月
五
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

阿
智
村
中
央
公
民
館

　

�
四
三－

二
〇
六
一

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　   ［単位：円］
内　　　　容増　　減決 算 額予 算 額項　　目

個人220×2000、ファミリー80×50000840,000840,000会　　費

講座参加費20,0001,390,0001,370,000参 加 費

村より（内683千円がtoto補助）02,000,0002,000,000補 助 金

売り上げ等65,06675,06610,000そ の 他

85,0664,305,0664,220,000合　　計

【支出の部】
内　　　　容

増　　減決 算 額予 算 額項　目
クラブ運営文化メニュースポーツメニュー

211,5001,534,500△  21,0001,746,0001,767,000諸 謝 金

38,80038,80038,8000備 品 費

80,268335,67868,870173,016484,816311,800消耗品費

431,23553,035431,235378,200印刷製本費

25,750106,600△ 165,650132,350298,000借料及び
損　　料

5,90037,710△  7,39043,61051,000通 信 費

1,404,00001,404,0001,404,000賃　　金

3,99020,26514,25524,25510,000雑役務費

1,954,303582,8181,767,94585,0664,305,0664,220,000合　　計

国
税
に
関
す
る

　

ご
相
談
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
五
月
一
日
（
木
）
か
ら
、

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う
ち
内
容
が
複

雑
で
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
税
務
署
に

電
話
予
約
を
い
た
だ
い
た
上
で
の
面
接
相

談
と
な
り
ま
す
。
国
税
に
関
す
る
ご
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

飯
田
税
務
署

　
　

�
〇
二
六
五－

二
二－

一
一
六
五

平成19年度　チャレンジゆうAchi　決算書
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おしらせ 

昼
神
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て

　

昼
神
温
泉
は
、
出
湯
以
来
順
調
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
阿
智
村
の

税
収
入
の
二
割
ほ
ど
を
占
め
、
雇
用
等
に

お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
近
年
旅
行
形
態
の
変
化
や
、

旅
行
客
の
減
少
が
全
国
的
に
進
ん
で
お
り
、

昼
神
温
泉
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
大

変
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
各
旅
館
に

お
い
て
も
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
温
泉
郷
全
体
と
し
て
も
従
来
の

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

　

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
七
月

二
十
四
日
ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送

（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使

い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送

（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ

に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

足
す
（
テ
レ
ビ
一
台
ご
と
に
必
要
）

　

各
方
法
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ロ
グ
放
送
も
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同

じ
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
に
終

了
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
総
務
省
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
〇
五
七
〇－

〇
七－

〇
一
〇
一

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

�
〇
三－

四
三
三
四－

一
一
一
一

・
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
わ
せ
セ

ン
タ
ー

�
〇
五
七
〇－

〇
一－

二
〇
一
一

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

�
〇
四
五－

三
四
五－

四
〇
八
〇

・
�
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.d
p
a
.o
r.jp

　
 
   
    
 
 
  
 
 
  
    

あ
り
方
を
大
き
く
改
め
て
い
く
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
は
、
村
の
支
援
を
受
け
て
宣
伝
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
昼
神
温
泉
の
認
知
度

を
高
め
、
お
客
さ
ん
の
満
足
度
を
高
め
る

こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

厳
し
い
観
光
地
間
競
争
に
勝
ち
抜
い
て

い
く
た
め
に
は
、
温
泉
郷
全
体
の
経
営
戦

略
を
持
つ
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
な
時
で

あ
る
と
判
断
を
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
、
従
来
村

が
主
導
的
に
行
っ
て
き
た
温
泉
郷
の
全
体

経
営
を
、
民
間
主
導
に
温
泉
郷
の
経
営
を

行
う
組
織
と
し
て
「
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
は
、
こ
の
会
社
に
対
し
て
、

三
年
間
毎
年
運
営
補
助
金
一
千
万
円
、
誘

客
対
策
事
業
に
三
千
万
円
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
設
立
以
来
、
昼
神

温
泉
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
施
策
と

し
て
、
我
が
国
の
情
報
の
発
信
元
で
あ
る

東
京
圏
へ
の
告
知
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昼
神
温
泉
を
訪
れ
た
み
な
さ

ん
を
村
内
の
観
光
施
設
に
案
内
す
る
昼
神

温
泉
発
着
バ
ス
の
運
行
等
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、「
何
で
も
鑑
定
団
」

の
収
録
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
で
の
取
り
上
げ
や
、
大
手
眼
鏡
店
の

「
め
が
ね
ス
ト
ア
ー
」
と
の
提
携
等
実
績

を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ご
ろ

で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
提
携
に
よ
る
誘
客

対
策
が
進
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ｒ
岡
谷
駅
か
ら

の
直
行
バ
ス
の
運
行
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
宣
伝
に
力
を
入
れ

て
い
く
と
同
時
に
、
来
て
頂
い
た
お
客
さ

ん
に
満
足
し
て
頂
く
こ
と
、
昼
神
に
来
れ

ば
、「
こ
ん
な
事
が
出
来
ま
す
よ
」
と
い

う
よ
う
な
個
々
の
旅
館
と
エ
リ
ア
全
体
の

提
携
に
よ
る
魅
力
の
発
信
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
実
践
し
て
厳
し
い
経

営
環
境
を
乗
り
越
え
て
、
頑
張
れ
ば
何
と

か
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
み
ん
な
で

も
っ
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

全
国
の
、
温
泉
観
光
地
の
中
に
は
、
温

泉
の
火
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
昼
神
温
泉
か
ら
上
が
る

入
湯
税
は
、
湯
っ
た
り
〜
な
昼
神
の
分
を

除
い
て
四
千
万
円
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
村
と

し
て
は
、
こ
の
範
囲
内
で
、
人
も
金
も
含

む
支
援
を
行
い
、
こ
の
二
年
の
内
に
見
通

し
を
立
て
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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【全額免除】
●「身体障害者」「知的障害者」「精神障害者」が世帯構成員であり、世帯全員が市町村民税（住民税）非課税の場
合に、全額免除となります。

＊従来の「身体障害者」「重度の知的障害者」から対象を拡大します。
＊生活状態の条件を「市町村民税非課税」に統一します。

【半額免除】
●視覚・聴覚障害者が世帯主の場合に、半額免除となります。
＊視覚・聴覚障害者の免除基準の変更はありません。
●重度の障害者（身体障害者、知的障害者、精神障害者）が世帯主の場合に、半額免除よなります。
＊従来の「重度のし体不自由度」から対象を拡大します。

【従来の免除基準と新しい免除基準（平成20年10月１日から）】
半額免除

［障害者の方が世帯主の場合］
全額免除

［障害者の方を世帯構成員に有する場合］

平成20年10月1日まで平成20年9月30日まで平成20年10月1日まで平成20年9月30日まで

●視覚・聴覚障害者（変
更なし）

●重度の身体障害者（内
部機能障害等を追加）

●視覚・聴覚障害者
●重度のし体不自由者

世帯構成員全員が市町村民
税非課税

生活保護法による最低生活
費の額に身体障害者特別加
算額を加算した額に費用に
よって営まれる生活状態以
下の世帯

身
体
障
害
者

重度の知的障害者適用外
世帯構成員全員が市町村民
税非課税（重度以外も対象）

重度の知的障害者を構成員に
有する世帯で、世帯構成員全
員が市町村民税非課税

知　

的

障
害
者

重度の精神障害者適用外
世帯構成員全員が市町村民
税非課税適用外

精　

神

障
害
者

平成20年10月1日から免除基準が次のとおり変わります

【お問い合わせ先】NHK視聴者コールセンター 受付時間：午前9時～午後10時［土・日・祝日は午後8時まで］ 
 

この免除を受けるにはあらかじめ申請が必要です。印鑑と障害者手帳をご持参の上、役場民生課までお越
しください。今まで免除となっている方は特に申請は必要ありませんが、半額免除から全額免除に変更す
る場合には改めて申請が必要です。ご不明な点は民生課福祉係（43－2220）までお問い合わせください。 

平成20年度自衛官等募集
待遇・その他採用試験日受付期間受　験　資　格募集種目

修学年限４年
卒業後１年で
３等陸・海・空尉
入学金・授業料免除

９月２７・２８日
９月５日～
９月９日　

高卒（見込含）21歳未満の者
（推薦については高等学校長の推
薦等が別途必要です。）

推薦防
衛
大
学 １次：１１月１５・１６日

２次：１２月１６～２０日
９月８日～
９月３０日　

高卒（見込含）21歳未満の者一般

修学年限６年
医師免許修得後に２等陸・海・空尉（入学金免除）

１次：１１月１・２日
２次：１２月３～５日

９月８日～
９月３０日　

高卒（見込含）21歳未満の者防衛医科大学

入隊後約６年で３等海・空尉
最短でパイロットに！

１次：９月２３日
２次：１０月１８～２３日
３次：１１/１５～１２/１２日

８月１日～
９月１０日　

高卒（見込含）21歳未満の者航空学生

修学年限３年
看護師免許修得後２等陸曹  自衛隊の白衣の天使

１次：１０月２５日
２次：１１月２２・２３日

９月８日～
９月３０日　

高卒（見込含）2４歳未満の者看護学生

入隊後２年９月経過後選考により
３等陸・海・空曹

１次：９月２０日
２次：１０月９～１６日

８月１日～
９月１０日　

18歳以上24歳未満一般曹候補学生

陸上は２年（技術３年）
海上・航空は３年を１任期とし
任用（以降２年を単位）

受付時にお知らせします。年間を通じて実施

18歳以上27歳未満の者

男子２等
陸・海
・空士 ９月２８・２９日

８月１日～
９月１０日　

女子

本制度は、名称も含め改正する予定です。詳細については最寄りの地方協力本部にお問い合わせ下さい。自衛隊生徒

階級は指定しない
教育訓練招集手当　日額7,900円
教育訓練修了後予備自衛官として任用

１回目
　　４月１９～２１日
2回目
　　１０月１８～２０日
※いずれか１日を指定

１次　　１月７日
　～４月１４日

２次　　７月２２日
　～１０月１０日

18歳以上34歳未満の者一般
予
備
自
衛
官
補

18歳以上で国家資格を有する者
（資格により最高齢55歳未満）

技術

問い合わせ　自衛隊長野地方協力本部  飯田出張所  〒395－0053  飯田市大久保町２６３７－３（飯田市役所  南  国合同庁舎内）

　　　　　　 電話・ＦＡＸ

：

0265（22）2613　【募集コールセンター  0120－063792】　　    防衛省・自衛隊

障害のある方を対象としたＮＨＫ 放送受信料の免除基準が変わります
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 健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診ががががががががががががががががが始始始始始始始始始始始始始始始始始まままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすす健診が始まります
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～4444444444444444444400000000000000000000～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～7777777777777777777744444444444444444444歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳ままままままままままままままままままままででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののの国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保のののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方のののののののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3333333333333333333399999999999999999999歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳ままままままままままままままままままままででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方のののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7777777777777777777755555555555555555555歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上のののののののののののののののののののの後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～40～74歳までの国保の方の特定健診・39歳までの方の健診・75歳以上の後期高齢者健診～　

つぶやき 
保健師

さんの
 

健診の日時と会場
　◎元気な暮らしを続けるために、申し込まれた方は必ず健診を受けましょう。

□午前中に健診を受ける方は朝食を食べないで下さい。
　午後に健診を受ける方は、朝食は軽く食べ、昼食は食べないで下さい。
□40～74歳で国保以外の方は、勤めている事業所に確認し事業所で受けてください。

会　　場時　　間日

伍 和 公 民 館
午前　８：１５～１０：３０
午後　１２：３０～１：３０

8月1日（金）

保 健 セ ン タ ー

午前　８：１５～１０：３０
午後　１２：３０～１：３０

8月4日（月）

午前　８：１５～１０：３０
午後　１２：３０～１：３０

8月5日（火）

智 里 東 公 民 館午前　８：１５～１０：３０8月6日（水）
浪合コアホール午前　８：１５～１１：００8月7日（木）

結果報告の日時と会場
　◎結果をお返しするまでが健診です。いずれかの会場までお出かけください。
保健師・管理栄養士・健康運動指導士が対応します。

会　　場時　　間日

保 健 セ ン タ ー

午後　１：００～４：００
午後　６：００～８：００

9月12日（金）

午後　１：００～４：００
午後　６：００～８：００

9月16日（火）

伍 和 公 民 館
午前　９：３０～１１：００
午後　１：００～４：００

9月17日（水）

智 里 西 公 民 館午前　９：３０～１０：３０
9月18日（木）

智 里 東 公 民 館午後　１：００～４：００

保 健 セ ン タ ー
午前　９：３０～１１：００
午後　１：００～４：００

9月22日（月）

浪合コアホール
午前　９：３０～１１：００
午後　１：００～３：３０

9月24日（水）

保 健 セ ン タ ー午後　６：００～８：００9月25日（木）

保健計画
　○ご不明な点は保健センターまでお問い合わせ下さい。
　　TEL 43－2220

※乳房視触診検査は9月上旬を予定しています。日程か決ま
り次第お知らせしますので、よろしくお願いします。

事　業月　日

乳児健診７月２９日

３歳児眼科健診８月７日

ひよっこ教室８月１９日

乳児健診８月２６日

ひよっこ教室９月９日

乳房マンモグラフィー検査９月１０日、１１日

１歳６ヶ月健診９月１９日

２歳児健診９月２６日

ひよっこ教室１０月７日

３歳児健診１０月１７日

ポリオ予防接種１０月２４日

リハビリ教室毎週金曜日

水中運動教室（基礎教室）毎週水・木・金曜日

水中運動教室（目的別教室）毎週月・水・木・金曜日

トマトのだししょうゆ漬けトマトのだししょうゆ漬け

【材料】4人分
トマト ………………… 中2個

玉ねぎ ………………… 1/2個

青じそ ………………… ５枚

しょうゆ …… 大さじ1・1/2

酢 …………………… 小さじ2

だし汁 ……… 大さじ１・1/2

（顆粒だしを溶かしたものでもよい）

レモン汁 …………… 小さじ2

【作り方】

①トマトはヘタを取り除いて縦半分にし、横2～3mm厚さに切る。

②玉ねぎを薄切りにし、水にさらす。青じそはせん切りに

し、５分ほど水にさらす。

③②をそれぞれざるにあげ、水気をしっかり切る。

④しょうゆ、酢、だし汁、レモン汁を合わせ、調味液を作る。

⑤①のトマト半量を皿に少しずつずらして並べ、その上に

半量の玉ねぎ、青じそをのせる。残りも同じように並べ、

④の調味液をかける。冷蔵庫で20～30分冷したらできあ

がり。

＊暑いときのメニューにピッタリの一品です。簡単にできるので

ぜひお試しください。

１人分　39kcal　塩分1g



「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」 
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　本格的な夏がやってきます。学校ももうすぐ夏休みです。日ごろの学習やクラブ活動や学校行事の中で、

生徒が成長する姿が見られます。

　先日は、半世紀を超える歴史となった第５１回楝祭が無事終了しました。地域の方々にも多数ご来校いた

だきありがとうございました。

総体は敗退しましたが、国体予選は南
信３位の女子バレー部

来校者を迎える各種飾り付け

勇壮な太鼓演奏 ２年生は長崎修学旅行に向けて 軽音楽の演奏

8月 21日 2学期始業式 
 30日 PTA研修旅行 

9月 12日 生徒会役員選挙 
 24～26日 中間考査 

10月 3日 強歩大会 
 15～17日 2年修学旅行 
 27～31日 公開授業週間 

11月 5～6日 クラスマッチ 
 19～21日 期末考査 

12月 11日 平和学習 
 18日～25日 保護者懇談会 
 26日 2学期終業式 

希望者が集まり、剣道も南信総体に出
場しました。

伝統あるソフトテニス部もがんばって
います。

惜しくも敗れてしまいましたが、野球部
へのご声援ありがとうございました。

2学期もよろしくお願いします。

運動部も頑張っています。 
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　７月１２日（土）に昼神の熊谷元一写真童画館にお

いて、１１回目となる熊谷元一写真賞コンクールの表

彰式が行われました。次回、１２回のコンクールの

テーマは「笑顔」です。多くの村民の皆さんの応募

をお待ちしております。

合併構想策定の申入れ第１１回  熊谷元一写真賞コンクール

　6月23日に、村井長野県知事に合併構想策定の申

入れを行いました。合併新法に基づき、県が策定す

る合併構想に、この合併が位置付けられることによ

り、国の財政支援措置を受けることが出来るように

なります。

　６月２９日（日）に行われた消防技術大会は、新た

に２名の女性消防団員が参加して行われ、早速大会

においてアナウンスを担当しました。

　消防団では、団員・女性消防団員を募集していま

す。詳しくは役場総務課消防防災係までお問い合わ

せ下さい。

宝くじ助成事業新たに2名の女性消防団員

　この事業は、宝くじの普及広報事業として受け入
れる宝くじ受託事業を財源として、コミュニティの
健全な発展を図るため、（財）自治総合センターが
団体に助成を行うものです。
　村では、平成19年度にこの宝くじ助成事業を受
け、生きがいデイサービスの開催と、「おたっしゃ
かい」の送迎用車両ハンディキャブ車3台を整備し
ました。
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ねんきん特別便
年　金太郎

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
ご
近
所
の
底
力
」
で
、

中
関
自
治
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
的
に
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地
域（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ
な
が

ら
も
、「
役
員
の
引
き
受
け
手
が
い
な
い
」
と

か
、「
役
所
か
ら
の
下
請
け
で
仕
事
が
増
え

る
」
と
か
で
低
迷
し
て
い
る
の
を
、
ど
う
打

開
す
る
か
と
い
う
視
点
で
の
番
組
で
し
た
。

阿
智
村
で
住
民
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
自
治
会
の
活
動
は
、
住
民
の

み
な
さ
ん
が
地
域
で
生
き
て
い
く
た
め
に
何

が
必
要
か
を
、
み
ん
な
で
出
し
あ
っ
て
、
自

分
達
の
こ
と
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
、
評
価
さ
れ
て
の
放
映
で
し
た
。

　

先
日
、
議
員
研
修
に
お
伴
し
て
、
徳
島
県

の
上
勝
町
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
御

存
知
の
よ
う
に
上
勝
町
は
、
料
亭
で
出
さ
れ

る
料
理
の
ツ
マ
の
葉
っ
ぱ
を
出
荷
し
て
い
る

こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
町
で
す
。

　

遠
山
谷
を
思
わ
せ
る
山
の
中
の
町
で
す
が
、

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
で
年
間
二
億
六
千
万
円
と

稼
ぎ
だ
し
、
そ
の
担
い
手
の
大
半
が
高
齢
者

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
八
十
才
以
上
の
方
が

年
間
一
千
万
を
稼
い
で
い
る
と
い
う
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
何
も
な
い
山
村
で
今
日
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
る
成
功
を
し
た
因
は
、
そ

こ
に
生
き
て
い
る
人
の
ふ
る
さ
と
に
生
き
る

と
い
う
気
力
と
、
こ
こ
で
豊
か
に
、
幸
せ
に

生
き
て
い
く
夢
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
形
で
実
現
す
る
か
は
、
地
域

地
域
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
そ
こ
に

生
き
て
い
る
人
が
、
子
ど
も
達
に
帰
っ
て
こ

い
と
い
え
る
か
ど
う
か
、一
人
ひ
と
り
の
気
の

問
題
が
大
き
い
こ
と
を
感
じ
て
き
ま
す
。


